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フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。10月17日（火）

文科省科研費学術変革領域研究（B）
「多元応答ゲノム」「アプタマー生物学」「革新ラマン」
特別企画：細胞内の生命分子の機能を知り、操り、視る
技術を開発する
本セッションでは、文科省科研費 学術変革領域研究（B）の3領域の合同で、
細胞内で機能を変化させる生命分子に焦点を当て、生命分子（特に核酸）の
機能を知る「多元応答ゲノム」領域、機能を操る「アプタマー生物学」領域、
視る技術を開発する「革新ラマン」領域における研究成果を紹介します。

開会式

文科省科研費学術変革領域研究（B）
「精密高分子による次世代医薬開拓」
特別企画：合成高分子を医薬品に進化させる高分子工学
文科省科研費学術変革領域研究（B）「精密高分子による次世代医薬開拓」で
は、急速に発展している精密高分子合成技術とバイオ医薬品開発分野で発展
した指向性分子進化やスクリーニング技術、計算科学を融合した研究領域を
創出することを目指しています。本セッションでは、精密高分子合成、分子進化
工学、高分子医薬分野における研究成果と今後の指針について紹介します。

コロナで変わった・進んだバイオと化学
〜ニオイで健康・病気を知ろう～
近年、健康、未病、病気の初期段階の状態を知り、より早く
対処することが求められ、社会課題となっています。特にコ
ロナの時代に健康・病気への関心がますます高まり、ヒトか
ら発生するガスやニオイで、健康・病気を知るバイオと化
学の研究が進んでいます。本セッションでは、最新の研究・
技術を紹介します。

Oxford University Press・日本化学会（ジャーナル）ランチタイムセッション～日本化学会ジャーナルの新しい船出ーBCSJとChem. Lett. が生まれ変わります。～

株式会社レゾナックランチタイムセッション～半導体業界での当社の取り組みを中心に～

化学のプレゼンに役立つKNOW-HOW
自分の研究や仕事の成果を正しく評価してもらうために
は、高度な内容でもわかりやすく、また注目され、外に向け
て発信することが重要です。本企画では、データのシミュ
レーションやグラフの見せ方およびスライドの構成など、プ
レゼンテーションを魅力的にする様々な方法と、論文執筆
から掲載までの流れを講師の先生方に紹介していただき
ます。

シビれる技術！有機電解合成の世界
有機電解合成は電気エネルギーを駆動力として化合
物を酸化/還元する合成手法であり、酸化剤/還元剤
が不要、温和な条件で進行する「サステイナブル」な
プロセスです。また、有機電解は従来の有機化学合成
にはない様々な特徴を有しています。本セッションで
は有機電解合成を活用した“エレ”ガントな事例を紹介
します。

コロナで変わった・進んだバイオと化学
〜コロナがもたらした新しい化粧と美容〜
Covid-19に伴う外出機会の減少、マスク着用などにより、
生活者の化粧や美容に対する意識は大きく変化しました。
と同時に、どんな状況下でも美しくありたいという願いは
不変であり、そのために化学やバイオの進化が求められ続
けることも示されました。本セッションでは、コロナがもたら
した新しい化粧と美容の事例を紹介します。

21世紀は“光”の時代〜令和の光波長変換技
術はここまできている！〜
持続可能社会の実現のために光エネルギーの有効活用が注目
を集めてきています。本セッションでは、精密に光波長を変換で
きる高機能発光体の開発に加え、低エネルギー波長域の光を
高エネルギー波長域の光に変換するアップコンバージョン技術
にも注目し、最先端の光波長変換技術を紹介します。

水素社会をムキムキひっぱる無機材料と水素循環技術
持続可能な社会を目指して、水素をエネルギー源として利用する取り組みが世界中で行われていま
す。水素の製造、貯蔵、輸送、利用の各段階で技術革新が進む中、日本発の革新的な無機材料と水
素循環技術が世界から注目されています。本セッションでは、最先端の無機材料と水素循環技術に
ついて紹介します。

10：15-10：30	 開会挨拶 領域紹介　星野 友（九州大学）
10：30-10：50	 タンパクを認識する環状高分子の合成　長尾 匡憲（九州大学）
10:50-11：10	 精密高分子進化システムの開発　吉本 敬太郎（東京大学）
11：15-11：35	 精密高分子に高親和性をもつ生体分子の共進化システムの開発
	 澤田 敏樹（東京工業大学）
11：35-11：55	 精密高分子医用応用　小出 裕之（静岡県立大学）
11：55-12：00	 閉会挨拶　吉本 敬太郎（東京大学）

09：30-09：35	 開会挨拶　杉山 由紀（（株）資生堂）
09：35-10：05	 コロナとコミュニケーション・化粧品：マスク着用による表情筋活動の変化
	 岡﨑 俊太郎（（株）資生堂）
10：05-10：35	 微細水粒子が可能とする「水で肌を施術する」という新しい発想
	 井上 慎介（（株）アイシン）
10：45-11：20	 コロナ禍でのマスク使用実態と使用後の付着菌類の同定　朴 雅美（近畿大学）
11：20-11：55	 黄色ブドウ球菌を選択的に抗菌する界面活性剤　野々村 美宗（山形大学）
11：55-12：00	 閉会挨拶　田辺 佳奈（AGC（株））

13：30-13：35	 開会挨拶　廣原 志保（宇部工業高等専門学校）
13：35-14：20	 受け手に優しいプレゼン資料のためのビジュアル・デザイン　有賀 雅奈（桜美林大学）
14：20-15：05	 納得してもらえるプレゼン術　三輪 佳宏（理化学研究所）
15：15-16：00	 英語プレゼン術： 効果的スライドデザインと発表　Laurean ILIES（理化学研究所）
16：00-16：45	 論文執筆の秘策：Science に論文が載らなくても Science よりもインパクトを得る方法？？？
	 有賀 克彦（物質・材料研究機構）
16:45-16:50	 閉会挨拶　藤田 恭子（東京薬科大学）

13：30-13：35	 開会挨拶　山本 政宏（TOTO（株））
13：35-14：10	 呼気のニオイで人を知る～化学情報による偽造できない生体認証技術実現へ期待～
	 長島 一樹（北海道大学）
14：10-14：45	 皮膚のニオイで疲労を知る　関根 嘉香（東海大学）
14：45-15：20	 腸内細菌が作る水素ガスの驚きの働き　西村 直道（静岡大学）
15：40-16：15	 がんのニオイ発生の分子機序解明と新しいがん診断法の開発
	 園田 英人（伊万里有田共立病院）
16：15-16：50	 バイオスニファ（高感度分子認識ガスセンサ）で健康を知る
	 三林 浩二（東京医科歯科大学）
16：50-16：55	 閉会挨拶　髙橋 祐司（東洋紡（株））

09：30-09：35	 開会挨拶　寺西 貴志（岡山大学）
09：35-10：10	 NEDOにおける水素関連プロジェクトの現状と見通し
	 坂 秀憲（新エネルギー・産業技術総合開発機構）
10：10-10：45	 光触媒を用いるグリーン水素製造技術の現状と展望　堂免 一成（信州大学）
10：45-11：20	 太陽光を有効利用できる水分解光触媒材料の開拓　入江 寛（山梨大学）
11：20-11：55	 水素機器の安全性を何で保証するのか？～日本の保安思想～
	 吉川 暢宏（東京大学）
13：30-14：05	 超多元素ナノ物質の開発と触媒応用　北川 宏（京都大学）
14：05-14：40	 グリーン水素製造における貴金属材料の利用　藤田 光晴（田中貴金属工業（株））
14：40-15：15	 カーボンニュートラルに必要な大量のグリーン水素，どうやったら作れるの？
	 杉山 正和（東京大学）
15：30-16：05	 放射光と高圧研究で分かった！とても身近な金属が水素を蓄える
	 齋藤 寛之（量子科学技術研究開発機構）
16：05-16：40	 ENEOSの水素サプライチェーン構築に向けた取組み　前田 征児（ENEOS（株））
16：40-16：45	 閉会挨拶　南 豪（東京大学）

13：30-13：35	 開会挨拶　榑林 哲也（積水化学工業（株））
13：35-14：25	 固体高分子電解質電解技術が革新する新たな有機電解プロセス
	 跡部 真人（横浜国立大学）
14：25-15：15	 香料の歴史で辿る有機電解合成　坪倉 一輝（シンクレスト（株））
15：25-16：15	 フロー装置開発、機械学習の活用が導く高速電解合成　永木 愛一郎（北海道大学）
16：15-17：05	 ワイヤレス電極を用いる電解合成：バイポーラ電解法による機能性高分子材料創製
	 稲木 信介（東京工業大学）
17：05-17：10	 閉会挨拶　四反田 功（東京理科大学）

13:30-17:30

2023ノーベル賞
解説講演会
本年度のノーベル賞の
内容を分かり易く解説し
ます。

10：15-12：00 13：30-16：55
12：15-13：05

12：15-13：05

13：30-16：50

13：30-17：10

9：30-12：00

13：30-17：35

9：30-16：45

10：30-10：4010：30-10：40 10：40-12：0010：40-12：00

学生ポスター発表：P1
物理化学[001-015]、無機化学・
触媒化学・分析化学[016-030]、
有機化学[031-059]、錯体・有機
金属化学[060-073]、高分子化学
[074-097]、材料化学[098-112]

学生ポスター発表：P2
無機化学・触媒化学・分析化学[001-
024]、有機化学[025-052]、天然
物化学・生体機能関連化学・バイオ
テクノロジー[053-082]、材料化学
[083-112]

学生ポスター発表：P3
物理化学[001-015]、無機化学・触媒化学・分
析化学[016-030]、有機化学[031-052]、錯体・
有機金属化学[053-067]、天然物化学・生体機
能関連化学・バイオテクノロジー[068-082]、
高分子化学[083-097]、材料化学[098-112]

10：00-12：00 13：30-15：30 16：00-18：00

10：30-10：40	 開会の挨拶　菅 裕明（日本化学会会長/東京大学）
	 加藤 隆史（化学フェスタ実行委員長/東京大学）

13：30-13：35	 開会挨拶　池本 晃喜（東京大学）
13：35-14：15	【基調講演】高機能発光を示す希土類錯体の設計と光波長変換材料への応用
	 長谷川 靖哉（北海道大学）
14：15-14：45	 広色域・高耐久を実現する液晶ディスプレイ向け有機波長変換材料の開発
	 市橋 泰宜（東レ（株））
14：45-15：15	 農作物を育てる青色蛍光波長変換フィルムの開発　上坂 敏之（シプロ化成（株））
15：30-16：00	 三重項を利用するフォトンアップコンバージョンシステムの設計　楊井 伸浩（九州大学）
16：00-16：30	 二光子吸収と光アップコンバーション：違いと相乗効果
	 鎌田 賢司（産業技術総合研究所）
16：30-17：00	 近赤外光を可視光に変換するアップコンバージョンナノ粒子の開発
	 石井 あゆみ（早稲田大学）
17：00-17：30	 アップコンバージョンを応用した色素増感太陽電池の開発　永田 衞男（東京理科大学）
17：30-17：35	 閉会挨拶　北川 裕一（北海道大学）

産学官R&D紹介企画 -展示ブース-
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。

10：00-18：00

①太陽ホールディングス（株）、②東洋紡（株）、③（株）クレハ、④デンカ（株）、⑤花王（株）、⑥Royal Society of Chemistry、⑦（株）レゾナック、
⑧ダウ日本グループ、⑨旭化成（株）、⑩三菱ガス化学（株）、⑪日揮ユニバーサル（株）、⑫DIC（株）、⑬住友ベークライト（株）、⑭東レ（株）、
⑮日本ゼオン（株）、⑯AGC（株）、⑰ライオン（株）、⑱（株）豊田中央研究所、⑲出光興産（株）、⑳帝人（株）、㉑ENEOS（株）、㉒（株）ADEKA、
㉓三井化学（株）、㉔JSR（株）、㉕大阪有機化学工業（株）、㉖東ソー（株）、㉗三菱ケミカル（株）、㉘（国研）産業技術総合研究所、㉙（株）アイシン、
㉚住友化学（株）、㉛パナソニックグループ、㉜Oxford University Press・日本化学会（ジャーナル）

13：30-13：35	 開会挨拶　建石 寿枝（甲南大学）
13：35-13：45	 核酸構造による生物種を超えた多元応答ゲノムの機構の解明：領域紹介
	 建石 寿枝（甲南大学）
13：45-14：15	 多様な生物における非二重らせん核酸による遺伝子発現調節機構を知る
	 建石 寿枝（甲南大学）
14：15-14：45	 核酸構造の多元機能とエピトランスクリプトームとの接点を知る　今西 未来（京都大学）
14：55-15：05	 アプタマー生物学の創成：領域紹介　塚越 かおり（東京農工大学）
15：05-15：35	 アプタマー生物学を活用した脳内タンパク質の機能制御　塚越 かおり（東京農工大学）
15：35-16：05	 Aβ分解酵素KLK7の発現制御機構の解明　堀 由起子（東京大学）
16：15-16：25	 機能性ラマンプローブによる革新的多重イメージング：領域紹介
	 神谷 真子（東京工業大学）
16：25-16：55	 誘導ラマン散乱顕微法とラマンプローブによる超多色/代謝イメージング
	 小関 泰之（東京大学）
16：55-17：25	 オリジナルラマンプローブの開発による酵素活性の高精度イメージング
	 神谷 真子（東京工業大学）
17：25-17：30	 閉会挨拶　神谷 真子（東京工業大学）



フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。
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10月18日（水）
09：30-09：35	 開会挨拶　加藤 隆史（東京大学）
09：35-09：55	 水圏機能材料の基盤となる分子設計・分子集合体の構築　加藤 隆史（東京大学）
09：55-10：15	 水圏機能材料創製のための機能分子の精密合成　辻 勇人（神奈川大学）
10：15-10：30	 水溶液プロセスによる水酸アパタイト結晶の形態制御と水圏機能設計　後藤 知代（大阪大学）
10：30-10：45	 水圏で形成される有機無機複合体結晶の創出と機能開拓　堀内 新之介（東京大学）
10：50-11：10	 水圏機能材料の先端構造・状態解析　原田 慈久（東京大学）
11：10-11：30	 計算科学による水圏機能材料の設計　鷲津 仁志（兵庫県立大学）
11：30-11：45	 生体分子の構造や相互作用を変化させる場の水和状態の解析　藤田 恭子（東京薬科大学）
11：45-12：00	 水和による水の不均一性から生物機能を理解する　今清水 正彦（産業技術総合研究所）

13：30-13：40	 開会挨拶　山吉 麻子（長崎大学）
13：40-14：10	 物質共生を制御するバイオサーフィス蛋白質のリガンド認識　前仲 勝実（北海道大学）
14：10-14：30	 ナノ計測と情報科学で観る物質共生： 界面分子プロセスと材料設計　林 智広（東京工業大学）
14：30-14：50	 生細胞中の核酸の挙動のインセルNMR法による直接観測　片平 正人（京都大学）
15：00-15：30	 人工核酸の物質共生を可能とする細胞内送達技術　山吉 麻子（長崎大学）
15：30-15：50	 共生マテリアルの結合タンパク質同定を目指した近接標識法開発　佐藤 伸一（東北大学）
15：50-16：10	 多様な糖の中から一つを選ぶグルコーストランスポーターの基質認識機構の理解
	 藤原 祐一郎（香川大学）
16：15-16：45	 免疫系に見つからない/寛容される材料・医薬開発の試み　森 健（九州大学）
16：45-17：00	 免疫寛容を誘導するリン脂質ポリマーに関する研究　中川 泰宏（東京工業大学）
17：00-17：15	 ポリアンホライトの分子設計　遊佐 真一（兵庫県立大学）
17：15-17：25	 閉会挨拶　前仲 勝実（北海道大学）

09：30-09：35	 開会挨拶　井上 明久（JSR（株））
09：35-10：05	 大容量グラフェンスーパーキャパシター　唐 捷（（株）マテリアルイノベーションつくば）
10：05-10：35	 熱線で発電する窓ガラスの開発　坂本 雅典（（株）OPTMASS）
10：45-11：15	 バイオリファイナリー技術のプラットフォームを構築するバイオファウンドリ事業について
	 古城 敦（Green Earth Institute（株））
11：15-11：45	 コケ植物の原糸体の機能を応用した金属吸着材と金属吸着装置の開発
	 井藤賀 操（（株）ジャパンモスファクトリー）
11：45-11：50	 閉会挨拶　田中 敬二（九州大学）

13：30-13：35	 開会挨拶　北 憲一郎（産業技術総合研究所）
13：35-14：10	 自律駆動ゲルマシン　前田 真吾（東京工業大学）
14：10-14：45	 離漿（りしょう）を利用した付着抑制材料の開発　浦田 千尋（産業技術総合研究所）
14：45-15：20	 光で接着性を制御できるポリマー　秋山 陽久（産業技術総合研究所）
15：20-15：55	 医療に貢献する生分解性スマートバイオマテリアル　大矢 裕一（関西大学）
16：05-16：40	 ナノメートルオーダー分散のポリマーアロイによるプラスチックの高靭性化　小林 定之（東レ（株））
16：40-17：15	 力学負荷に応じて自己成長するハイドロゲル　龔 剣萍（北海道大学）
17：15-17：20	 閉会挨拶　宍戸 厚（東京工業大学）

09：30-09：35	 開会挨拶　三好 大輔（甲南大学）
09：35-10：05	 分子を集めてウイルスのレプリカを創る！　松浦 和則（鳥取大学）
10:05-10:35	 人工相分離オルガネラによる細胞操作　築地 真也（名古屋工業大学）
10：45-11：15	 圧力軸から迫るタンパク質の液液相分離と不可逆凝集　北原 亮（立命館大学）
11：15-11：45	 アミノ酸およびペプチドのイオン液体化によるユニークな晶析分離法開発
	 古川 真也（味の素（株））
13：30-14：00	 核酸の相分離と疾患　塩田 倫史（熊本大学）
14：00-14：30	 細胞内分子の濃度を直接測る～細胞内混雑環境とタンパク質液滴との関係～
	 中林 孝和（東北大学）
14：30-15：00	 相分離した生体分子が織りなす巧みな遺伝子発現制御　深谷 雄志（東京大学）
15：10-15：40	 タンパク質液滴を測り、操り、創る　鎌形 清人（東北大学）
15：40-16：10	 機能的相分離と病的相分離の微妙なちがい　吉澤 拓也（中外製薬（株））
16:10-16:40	 分子の動きを捉えて薬を作る？　森 英一朗（奈良県立医科大学）
16：40-16：45	 閉会挨拶　田中 賢（九州大学）

09：30-09：35	 開会挨拶　内田 淳也（東京大学）
09：35-10：05	 ナノ剣山の触媒による有機合成化学　山田 陽一（理化学研究所）
10：05-10：35	 金属－分子構造体ガラスが作る空間の化学　堀毛 悟史（京都大学）
10：45-11：15	 中性子を用いた排ガス浄化触媒材料の水蒸発過程解析　吉宗 航（（株）豊田中央研究所）
11：15-11：45	 ナノ空間材料の計算科学　土方 優（名古屋大学）
11：45-11：50	 閉会挨拶　植村 一広（岐阜大学）

13：30-13：35	 開会挨拶　橋詰 峰雄（東京理科大学）
13：35-14：10	 生き物がもつ多様な表面・界面に倣った機能性材料の開発　石井 大佑（名古屋工業大学）
14：10-14：45	 ヘテロなナノ構造たちの融合によるエネルギー材料の創製　牧浦 理恵（大阪公立大学）
14：45-15：20	 外から見えない有機半導体内部の界面を光電子分析で明らかにする！　中山 泰生（東京理科大学）
15：30-16：05	 多様な単分子膜で実現するバイオインターフェースの機能解析　林 智広（東京工業大学）
16：05-16：40	 電子回折を用いれば様々なナノ結晶の三次元構造がわかります！　高比良 恵吾（（株）リガク）
16：40-16：45	 閉会挨拶　椙山 卓郎（富士フイルム（株））

09：30-09：35	 開会挨拶　小柳津 研一（早稲田大学）
09：35-10：15	 デジタルマニュファクチャリング技術　古川 英光（山形大学）
10：15-10：45	 マテリアルDX による持続可能なものづくり戦略　向田 志保（三井化学（株））
10：55-11：25	 生産技術現場におけるDXの取組み　佐久間 修也（出光興産（株））
11：25-11：55	 化学企業におけるデータ駆動型R&Dの取り組み　金子 正吾（住友化学（株））
11：55-12：00	 閉会挨拶　奥山 泰世（出光興産（株））

09：30-09：35	 開会挨拶　岡本 敏宏（東京工業大学）
09：35-10：05	 キラルファンデルワールス超格子が拓くスピン機能～効率的水電解から超伝導ダイオード効果まで～
	 須田 理行（京都大学）
10：05-10：35	 結晶のキラリティ制御で向きが反転する光電流　谷口 耕治（東京工業大学）
10：45-11：15	 ナノカーボン分子科学の進展　磯部 寛之（東京大学）
11：15-11：45	 凝集状態で円偏光を発光する材料の開発とデバイス化　西川 浩之（茨城大学）
11：45-11：50	 閉会挨拶　一川 尚広（東京農工大学）

13：30-13：35	 開会挨拶　角野 岳志（住友化学（株））
13：35-14：10	 天然の光合成水分解反応の触媒構造と分子機構　菅 倫寛（岡山大学）
14：10-14：45	 光合成水分解系の起源、形成、分子機構　野口 巧（名古屋大学）
14：45-15：20	 マンガン酸化物による水の酸化　中村 龍平（東京工業大学）
15：30-16：05	 ナノ材料と分子で組み上げる人工光合成型水素生成システム　前田 和彦（東京工業大学）
16：05-16：40	 人工光合成技術の社会実装に向けた取組み　三石 雄悟（産業技術総合研究所）
16：40-16：45	 閉会挨拶　早川 晃鏡（東京工業大学）

文科省科研費新学術領域研究
「水圏機能材料：環境に調和・
応答するマテリアル構築学の創成」
特別企画（１）：水と材料の切れない関係
本新学術領域研究では、「水」の存在下において環境と調和・相互作
用しながら機能を発現する材料を「水圏機能材料」と定義し、「水」と

「材料」の相互作用を分子レベル・ナノ集合レベルでとらえて、新し
いマテリアル構築学を創成します。特別企画（1）では水の基礎物理
的特性に基づいた材料中の挙動を様々な角度から紹介します。

文科省科研費学術変革領域研究（B）
「細胞から環境水へと繋ぐスケール横断分析」
特別企画：網羅的化学情報の取得を可能とするセンサの実現
本学術変革領域研究では、「どこに」「なにが」存在・蓄積するこ
とで、生態系に「どのような」影響を与えるのかをスケール横断
的に調査するための包括的な化学センサの実現を目的にしてい
ます。当セッションでは、ミクロな細胞からマクロな環境水に至る
網羅的化学情報の取得を目指した取り組みについて紹介します。

文科省科研費学術変革領域研究（A）
「マテリアル・シンバイオシスのための生命物理化学」
特別企画：生体と共生できるマテリアルとは？
本学術変革領域では、マテリアルと生体との共生形態を

「マテリアル・シンバイオシス（物質共生）」と定義し、マ
テリアルー生体分子間の相互作用を精査することで「物
質共生とは何か？」を解明しようと奮闘しています。本セッ
ションでは、関連プロジェクトの代表者とともに、物質共生
に関する最先端の話題を紹介します。

9：30-12：00

13：30-17：30

13：30-17：25

ポリマー、応答せよ！！
～スマートポリマーが導く日本の未来～
「持続可能な社会」や「安心して暮らせる社会」を実現する
ためには、優れた特長を最大限に活かしつつ多様なニーズ
に対応できるスマートな機能材料の創出が欠かせません。
本セッションでは、外部刺激に対してスマートに応答する
高付加価値新素材「スマートポリマー」に関する最新の研
究成果を紹介します。

ものづくりのダイバーシティを支える表面・界面
〜さまざまな個性の理解が未来を拓く〜
多様性を理解し共に歩んでいくことの大切さが再認識
されている今日、ものづくりの世界では様々な材料が融
合し優れた機能を発揮しています。本セッションでは表
面・界面の視点から、それら材料の個性の理解につなが
る最新の話題を紹介します。異分野の材料同士の共通
項を見出し、新たな共創に向けた道を共に拓きましょう！

交
流
会

技術の優位性を起点に未来を創る！
～化学系ベンチャー企業の挑戦2023～
日本においても、技術の優位性を基点に事業を構築す
る化学系ベンチャー企業が、世界を変える可能性のあ
る革新的な技術を日々研究しています。本セッションで
は革新的な要素技術から新規機能性マテリアルまで、
未来を創る革新的なソリューションを提供する化学系ベ
ンチャー企業の皆様より講演していただきます。

小さいけれど、パワフル！
～ナノ空間の不思議を見る、知る、活かす～
ナノスケールの空間では、従来では見られない不思議
な現象が観察されることがあります。ナノ空間で現れ
る現象を深く理解するためには、先端計測や計算科学
の活用が不可欠です。本セッションでは、ナノ空間で
生み出される新現象やそれらの解析に焦点を当て、ナ
ノ空間材料の可能性について紹介します。

化学産業は本気！
デジタル技術で進化する成長戦略
カーボンニュートラル実現に向けた価値観とニーズの変
化に対し、迅速かつフレキシブルに対応する方法論とし
てデジタル技術（DX）の導入が進んでいます。生産技術
におけるデータ活用、コストやリードタイムの削減、新た
な機能や付加価値の創出を目指すDXの最前線を紹介
し、化学産業の今後の方向性について議論します。

13：30-17：20

13：30-16：45

18：15-

9：30-11：50

9：30-11：50

バイオミミクリー
～光合成に学び新しい機能を！～
自然界の仕組みを模倣して技術開発に役立てるとい
うバイオミミクリーの考え方は、持続可能な社会を目
指すうえで近年、あらためて注目を集めています。本
セッションでは、天然光合成のメカニズム解明の最前
線に触れ、それらを応用した機能開拓研究について紹
介いたします。

キラル分子が導くオプトエレクトロニクスの新展開
～有機分子のキラリティで電子と光を操る～
分子や配位子のキラリティが電子スピンの偏りを生じさ
せるキラリティ誘起スピン選択性（CISS）やスピン偏極
電流などが近年注目されています。また円偏光を発す
るキラルな発光材料はOLEDへの応用も期待されてい
ます。本セッションでは、キラリティが切り拓く電子と光
のサイエンスにおける最新研究動向を紹介します。

13：30-16：459：30-11：50

9：30-12：00

博士課程学生オーラルセッション
本セッションは、化学フェスタでポスター発表する博士課程学生に、普段の学会発表とは異なる、産
業界を含めた異分野の人へ自分の研究を口頭発表で広くアピールできる場を提供します。博士学
生を中心とした、産学官の立場・世代を越えた交流を目指します。優秀な発表には「CSJ化学フェス
タ博士オーラル賞」を授与します。

9：30-17：40

コロナで変わった・進んだバイオと化学
〜生体分子の集合体と相分離が拓く新しい化学〜
コロナで進歩した技術にmRNAワクチンがあります。 mRNAワクチンの実用化には脂質の集合体
が必要不可欠でした。このように、分子集合体が新しい機能を示す場合があります。細胞内でも、生
体分子の集合体が相分離によって液滴を作ることが大きな注目を集めています。本セッションでは、
生体分子の集合体と相分離の最先端を紹介し、その機能を議論します。

9：30-16：45

開場予定
18：00-

学生ポスター発表：P4
無機化学・触媒化学・分析化学[001-
015]、有機化学[016-049]、天然物
化学・生体機能関連化学・バイオテクノ
ロジー[050-073]、高分子化学[074-
097]、材料化学[098-112]

学生ポスター発表：P5
物理化学[001-024]、無機化学・触媒化
学・分析化学[025-043]、有機化学[044-
058]、錯体・有機金属化学[059-082]、
天然物化学・生体機能関連化学・バイオテク
ノロジー[083-097]、材料化学[098-112]

学生ポスター発表：P6
無機化学・触媒化学・分析化学[001-015]、
有機化学[016-030]、錯体・有機金属化学
[031-045]、天然物化学・生体機能関連化
学・バイオテクノロジー[046-060]、高分
子化学[061-082]、材料化学[083-112]

16：00-18：0010：00-12：00 13：30-15：30

AGC（株）ランチタイムセッション～素材でがんばるAGCの研究開発紹介～

ロレアル リサーチ＆イノベーションランチタイムセッション～ロレアルのサステナブルプログラムL’Oreal for the Future～

デンカ株式会社ランチタイムセッション～Sustainable Living に繋がるプラスチック製品の環境対応事例の紹介～

12：15-13：05

12：15-13：05

12：15-13：05

ENEOSランチタイムセッション～カーボンニュートラル技術開発最前線！Direct MCH®豪州実証～
12：15-13：05

13：30-13：35	 開会挨拶　南 豪（東京大学）
13：35-13：45	 領域紹介：スケール横断分析が目指すもの　南 豪（東京大学）
13：45-14：15	 超分子材料・デバイスのスケール横断分析への展開　南 豪（東京大学）
14：15-14：45	 自己集合型化学センサによる多成分分析　佐々木 由比（東京大学）
14：45-15：15	 表面プラズモン共鳴に基づく揺動分子センシング　當麻 浩司（芝浦工業大学）
15：15-15：45	 超分子材料を用いた細胞培養・アッセイ　帯刀 陽子（東京農工大学）
15：55-16：25	 生体微小環境の模擬・解析のためのデバイス開発　栗生 識（東京大学）
16：25-16：55	 エクソソーム動態計測を目指した微小センサの開発　東海林 敦（東京薬科大学）
16：55-17：25	 先端フロー分析で挑む海洋環境分析　福場 辰洋（海洋研究開発機構）
17：25-17：30	 閉会挨拶　福場 辰洋（海洋研究開発機構）

産学官R&D紹介企画 -展示ブース-
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。

10：00-18：00

①太陽ホールディングス（株）、②東洋紡（株）、③（株）クレハ、④デンカ（株）、⑤花王（株）、⑥Royal Society of Chemistry、⑦（株）レゾナック、
⑧ダウ日本グループ、⑨旭化成（株）、⑩三菱ガス化学（株）、⑪日揮ユニバーサル（株）、⑫DIC（株）、⑬住友ベークライト（株）、⑭東レ（株）、
⑮日本ゼオン（株）、⑯AGC（株）、⑰ライオン（株）、⑱（株）豊田中央研究所、⑲出光興産（株）、⑳帝人（株）、㉑ENEOS（株）、㉒（株）ADEKA、
㉓三井化学（株）、㉔JSR（株）、㉕大阪有機化学工業（株）、㉖東ソー（株）、㉗三菱ケミカル（株）、㉘（国研）産業技術総合研究所、㉙（株）アイシン、
㉚住友化学（株）、㉛パナソニックグループ、㉜Oxford University Press・日本化学会（ジャーナル）



※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。
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10月19日（木） フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。

13：30-13：35	 開会挨拶　濱川 聡（産業技術総合研究所）
13：35-13：40	 趣旨説明　千野 靖正（産業技術総合研究所）
13：40-14：20	 アンモニア回収システム：材料探索・部材化・システム開発での課題突破による実現　川本 徹（産業技術総合研究所）
14：20-14：45	 窒素資源の循環に貢献する燃焼排ガスからの新規アンモニア合成法の開発　冨田 衷子（産業技術総合研究所）
14：45-15：10	 スーパーエンジニアリングプラスチックにおける革新的リサイクル技術　南 安規（産業技術総合研究所）
15：10-15：35	 従来高分子の約500倍高い選択率で希薄なCO2を分離回収する膜の開発
	 河野 雄樹（産業技術総合研究所）
15：45-16：10	 200年の歴史を持つ冷凍技術を新しく塗り替える磁気冷凍材料の開発　藤田 麻哉（産業技術総合研究所）
16：10-16：35	 0.5 μＬの微小水滴さえも滑落していく親水性皮膜の開発　穂積 篤（産業技術総合研究所）
16：35-17：00	 極性植物分子の新たな可能性：有機デバイスの電極修飾層への応用　赤池 幸紀（産業技術総合研究所）
17：00-17：25	 窒化ケイ素の材料探索時間を大幅に削減するAI技術の開発　福島 学（産業技術総合研究所）
17：25-17：50	 寿命を飛躍的に改善した大容量のリチウム金属電極の開発　周 英（産業技術総合研究所）
17：50-17：55	 閉会挨拶　佐々木 毅（産業技術総合研究所）

09：30-09：35	 開会挨拶　植村 卓史（東京大学）
09：35-10：20	【基調講演】メカノケミストリーの最近の発展とこれから　伊藤 肇（北海道大学）
10：20-10：50	 光を力に！高速で反応するフォトメカニカル材料の開発　楽 優鳳（産業技術総合研究所）
10：55-11：25	 どうすれば色が変わる？メカノクロミック発光の自在制御に向けて　伊藤 傑（横浜国立大学）
11：25-11：55	 抜ける！？抜けない！？力で壊れるインターロック構造　相良 剛光（東京工業大学）
11：55-12：00	 閉会挨拶　竹井 貴代美（三菱ケミカル（株））

13：30-13：35	 開会挨拶　山根 和行（（株）クレハ）
13：35-14：05	 植物の3大栄養素の一つリン元素資源の循環利用・有効活用　川口 真一（佐賀大学）
14：05-14：35	 ハウス内への透過光をコントロールするフィルムを用いた栽培環境制御　西村 安代（高知大学）
14：40-15：10	 水田からのメタン発生の抑制　須藤 重人（農業・食品産業技術総合研究機構）
15：10-15：40	 多彩な機能で食を支えるマルチフィルム～生分解性でもっと未来に貢献～　佐野 浩（三菱ケミカル（株））
15：45-16：15	 土と水の役割を果たす植物栽培用フィルムの開発　森 有一（メビオール（株））
16：15-16：45	 宇宙での食料生産に関する研究　渡邊 博之（玉川大学）
16：45-16：50	 閉会挨拶　二見 達（東ソー（株））

09：30-09：35	 Opening Remarks　Yuya Oaki（Keio University）
09：35-09：55	 Spanning the World with Materials Chemistry~From Crystal Engineering in 
	 the US to Polymer Chemistry in Japan~　Kira B.Landenberger（Kyoto University）
09：55-10：15	 Harnessing Japan’s Power of Chemistry to Build a Better Society for All
	 Nigel Ribeiro（Mitsui Chemicals, Inc.）
10：25-10：45	 The Environmental Adaptability of Myself to Germany, or of Artificial Cells to 
	 Extracellular Environments　Sayuri Higashi（Gifu University）
10：45-11：05	 My Education, Career and Life in Japan as a Computational Battery Researcher　
	 Randy Jalem（National Institute for Materials Science）
11：15-11：35	 PhD Journey in the Netherlands ~Following My Passion and Creating My Own Path~　
	 Machi Takeuchi（Thermo Fisher Scientific）
11：35-11：55	 Keep on Going Never Give Up ~My Challenging but Fun Academic Life~
	 Tsung-Che Chang（Tokyo Institute of Technology ）
11：55-12：00	 Closing Remarks　Takaaki Goto（Mitsui Chemicals, Inc.）

13：30-13：35	 開会挨拶　田中 敬二（九州大学）
13：35-14：10	 気がついたら科学者だった件　五十嵐 圭日子（東京大学）
14：10-14：45	 博士（号）の価値　飯田 和利（（株）エア・リキード・ラボラトリーズ）
14：55-15：30	 国際切符“PhD”を手にして見えてきた景色　宮田 潔志（九州大学）
15：30-15：55	 博士号取得の先に見える世界～アカデミアの視点から～　佐々木 由比（東京大学）
15：55-16：30	 博士となって広がった企業における研究・開発人生　上田 一恵（ユニチカ（株））
16：30-17：00	 フリータイムディスカッション
17：00-17：05	 閉会挨拶　若林 里衣（九州大学）

09：30-09：35	 開会挨拶　池田 将（岐阜大学）
09：35-10：10	 脳血管を知ろう～ウィズコロナ時代を健やかに～　佐藤 薫（国立医薬品食品衛生研究所）
10：10-10：40	 表面コートがダイアライザの血液適合性に与える影響〜血液をきれいにする人工腎臓の改良〜
	 高辻 諒（旭化成メディカル（株））
10：50-11：20	 血液適合性コーティング材料の高靭性化　浅井 文雄（ユニチカ（株））
11：20-11：55	 火災ガス中毒を救う人工血液の素材となる超分子　北岸 宏亮（同志社大学）
11：55-12：00	 閉会挨拶　田中 賢（九州大学）

13：30-13：35	 開会挨拶　米澤 徹（北海道大学）
13：35-14：20	 電子デバイスへの応用を目指す銅微粒子濃厚分散系　松原 正樹（仙台高等専門学校）
14：20-15：05	 ナノ粒子の粒子径およびゼータ電位測定でわかる事　中野 祐樹（（株）アントンパール・ジャパン）
15：05-15：50	 濃厚分散系の科学と進歩ー濃厚系特有の微構造とその評価
	 武田 真一（武田コロイドテクノ・コンサルティング（株））
16：00-17：00	【基調講演】色褪せない次世代インクへの道程　桑折 道済（千葉大学）
17：00-17：45	 層状水酸化物ナノ粒子濃厚分散液の合成とその応用分野の開拓　徳留 靖明（大阪公立大学）
17：45-17：50	 閉会挨拶　武田 真一（武田コロイドテクノ・コンサルティング（株））

13：30-13：35	 開会挨拶　西原 洋知（東北大学）
13：35-13：50	 投資家から見た電池長寿命化への期待　林 隆介（（株）環境エネルギー投資）
13：50-14：20	 黒鉛負極の観点からのLIB長寿命化　藤本 宏之（京都大学）
14：20-14：50	 正極材の観点からのLIB長寿命化　内本 喜晴（京都大学）
15：00-15：30	 機能性バインダーとリチウムイオン電池　駒場 慎一（東京理科大学）
15：30-16：00	 LIBの長寿命化に向けた電解液設計　山田 裕貴（大阪大学）
16：10-16：40	 カーボン助剤の観点からのLIB長寿命化　岩村 振一郎（東北大学）
16：40-17：10	 LIBのESS再利用に向けた検討　志村 重輔（（株）村田製作所）
17：10-17：15	 閉会挨拶　柏木 健（（株）ダイセル）

09：30-09：35	 開会挨拶　一川 尚広（東京農工大学）
09：35-10：05	 競り合いを活かした自発分極～有機（反）強誘電体結晶の新展開～　堀内 佐智雄（産業技術総合研究所）
10：05-10：35	 ゆるさを活かした自発分極～液晶性強誘電半導体の設計とその光起電力効果～　舟橋 正浩（香川大学）
10：45-11：15	 トロみを活かした永久分極～イオン液体からなる電気二重層エレクトレットを用いた振動発電～
	 小野 新平（電力中央研究所）
11：15-11：45	 カタチを活かした自発分極～有機極性分子の真空蒸着による配向分極アモルファス膜～
	 田中 正樹（東京農工大学）
11：45-11：50	 閉会挨拶　岡本 敏宏（東京工業大学）

09：30-09：35	 開会挨拶　山口 拓也（BASFジャパン（株））
09：35-10：10	 熱の脱炭素化に関する将来技術　亀田 治邦（新エネルギー・産業技術総合開発機構）
10：10-10：45	 A “Hot” Topic: エネルギー転換戦略と「熱」マネジメントのイノベーション　柴田 博和（ダウ・ケミカル日本（株））
10:45-11：20	 近赤外光を遮蔽し、熱を制する　常松 裕史（住友金属鉱山（株））
11：20-11：55	 温泉微細藻イデユコゴメ類の産業利用に向けた開発　宮城島 進也（国立遺伝学研究所）
11：55-12：00	 閉会挨拶　長田 実（名古屋大学）

10：00-10：05	 開会挨拶　田中 克典（理化学研究所）
10：05-10：35	 光で「つくる」新展開　永島 佑貴（東京工業大学）
10：35-11：05	 金属ナトリウムを精密合成に使う？　浅子 壮美（理化学研究所）
11：05-11：30	 ペプチド合成の新展開～ルート設計に自由を！～　西澤 直城（日産化学（株））
11：30-12：00	 マイクロ流路内で分子の振る舞いを知る！　井川 和宣（熊本大学）
13：30-14：00	 金属ナノ表面で新規反応開拓！？　川井 茂樹（物質・材料研究機構）
14：00-14：30	 カーボンナノチューブ上の有機ものづくり戦略　白木 智丈（九州大学）
14：30-15：00	 有機化学反応で細胞内を制御せよ！　相馬 洋平（和歌山県立医科大学）
15：00-15：30	 酵素をだましてわがままな合成試薬開発　藤枝 伸宇（大阪公立大学）
15：30-16：00	 細胞内で植物毒を「つくる」？　横島 聡（名古屋大学）
16：15-16：45	 天然酵素に負けないよ、新しい糖鎖の「つくり」方　高橋 大介（慶應義塾大学）
16：45-17：10	 粘土ってすごいんです～天然由来の反応場でオレフィン配位重合をコントロール～
	 中山 浩二（日本ポリケム（株））
17：10-17：55	 酵素と共生するこれからの有機合成化学　須貝 威（慶應義塾大学）
17：55-18：00	 閉会挨拶　池本 晃喜（東京大学）

産総研
特別企画：従来の限界性能を打破する「突破材料」
～次世代の革新的材料開発に貢献する産総研の
取り組み～
日本の材料研究における国際力強化に加え、地球規模の課
題解決に必須となる革新的な材料開発は喫緊の課題となって
います。本セッションでは、産総研における従来の限界性能を
打破する革新技術・材料を「突破材料」と称し、産総研におけ
る最近の「突破材料」の主要な成果を紹介いたします。

“おいしい”をつくる化学！
～明日をもっとおいしくするために～
“おいしい”をつくる化学を知り、明日をもっとおいしくして
みませんか。調理、食感、食品素材などの“おいしい”にま
つわる内容について化学的な視点でとらえ、専門の先生方
からわかりやすくお話していただきます。一般の方から化
学者まで多くの方のご参加をお待ちしています。

13：30-17：55

13：30-17：35

素材が変える、化学が支えるアグリの世界
人類存続の根幹にかかわる農業（“アグリ”カルチャー）は
水環境、廃棄物、労働者の高齢化、人口問題さらには環境
問題など諸課題を抱えています。近年、化学技術を基盤と
する素材や仕組みの深化がアグリの世界を大きく変革して
います。本セッションでは、農業の今・未来の可能性につい
て、様々な視点から紹介します。

人生は自分で切り開くぞ！
博士取得後のキャリアプラン
本セッションでは、博士号を取得すると何が違うのか、また
どのような人生が描けるのかを、産学官の第一線で活躍さ
れているベテラン・若手研究者の方々に講演していただき
ます。講演を通じて、学生の皆さんが「自分が活躍する将
来像」を具体的にイメージできるようにアドバイスを贈りま
す。

未来を担う材料：粒子の濃厚分散・安定化を
化学の視点で斬る
先端の2次電池、導電材料、光学材料、さらには医療材料
の構築には、微粒子の濃厚分散とその安定化が欠かせな
い技術です。本セッションでは、これまでノウハウと考えら
れてきた微粒子濃厚分散系を、化学の視点から体系化し、
また、そこからの新たな展開について紹介します。

真のサステイナブルとは？
～電池の長寿命化に向けた挑戦～
電気自動車（EV）の普及に伴う資源枯渇の課題を背景
に、リチウムイオン電池（LIB）のリサイクルが注目され
ています。リサイクルは資源枯渇のリスクを先送りでき
ますが、真のサステイナブルを達成するためには、LIB
の長寿命化も重要です。そこで、本セッションでは、長
寿命化にフォーカスして最新のトレンドを議論します。

メカノケミストリーの最前線
～叩け！揺らせ！ちぎれ！～
機械的刺激は簡単に利用できる身近な外部刺激であり、ど
んな材料にも加わっています。本セッションでは有機合成
から材料機能まで、擦る・粉砕する・引っ張るなどの機械的
刺激を利用して、物質の構造・集積・反応を制御する化学
の最前線について講演していただきます。

Let’s Enjoy Chemistry ! ~ From Japan to World ~ 
/日本と世界で化学を楽しもう！
This is the 6th English session for international researchers in 
CSJ Chemistry Festa. The organizing committee welcomes both 
international and Japanese researchers, postdocs, and students 
who want to be active in not only Japan but also global stage of 
chemistry. The international academic and industrial researchers 
who have international carrier will give special invited talks 
including their research work, motivation, and advice for you.

大乱闘！自発分極ブラザーズ
～結晶・液晶・液体・アモルファス膜が織り成す
巨大自発分極の最前線～
近年、有機物からなる結晶・液晶・液体・アモルファス膜などに特
殊な分子設計や操作を加えることで自発分極を生み出せること
が明らかになってきています。本セッションでは、これらの材料が
生み出す巨大な自発分極について概説するとともに、自発分極
を用いた最先端の創・省エネルギー技術について紹介します。

「熱」を制する者はカーボンニュートラルを
制する！
電力、産業、運輸、民生等、様々な環境下で熱が排出
されますが、そのほとんどが未利用のままです。また、
電気自動車での適切な熱マネジメントや蓄エネルギー
の手段としての熱エネルギー利用も注目を集めていま
す。本セッションでは、今後のカーボンニュートラル実
現に向けた熱エネルギー利用と課題について熱く議論
します。

コロナで変わった・進んだバイオと化学
〜知っているようで知らない血液のこと〜
コロナ時代だからこそ飛躍的に進んだバイオと化学の研究
領域があります。血液は動物の活動を支えると同時に、そ
の理解の深化は検査技術の進歩や感染・免疫機構の新た
な知見の獲得に関わっています。本セッションでは、知って
いるようで知らない身近な血液の化学を広く紹介します。

13：30-16：50

13：30-17：05

13：30-17：50

13：30-17：15

9：30-12：00

9：30-12：00

9：30-11：50

9：30-12：00

9：30-12：00

新しい有機合成化学！え、そんなところでそんなものを使って「つくる」の！？
ものづくり化学の原点である有機合成化学は常に進化しています。新しい技術や手法がどんどん開発
されているだけでなく、実験室やフラスコから飛び出して、私達の生活に密接に関わるいろんな場所で
有機合成が行われています。本セッションではぜひ、皆様でこの進化に追いつきましょう！

10：00-18：00

学生ポスター発表：P7
無 機 化 学・触 媒 化 学・分 析 化 学
[001 -024 ]、有 機 化 学[025 -
066]、高分子化学[067-096]、材
料化学[097-112]

学生ポスター発表：P8
無機化学・触媒化学・分析化学[001-
015]、有機化学[016-047]、錯体・有
機金属化学[048-071]、天然物化学・
生体機能関連化学・バイオテクノロジー
[072-093]、材料化学[094-108]

学生ポスター発表：P9
物理化学[001-020]、無機化学・触媒化
学・分析化学[021-035]、有機化学[036-
065]、天然物化学・生体機能関連化学・バ
イオテクノロジー[066-080]、高分子化学
[081-095]、材料化学[096-110]

10：00-12：00 13：30-15：30 16：00-18：00

13：30-13：35	 開会挨拶　新倉 史也（ライオン（株））
13：35-14：15	 おいしさの評価～いろんな化学成分情報から調べるアプローチ～　飯島 陽子（工学院大学）
14：15-14：55	 食品を分子の世界から見た調理科学　新田 陽子（お茶の水女子大学）
14：55-15：35	 腸内細菌を若返らせる？ケトン体の不思議なエネルギーの源　佐藤 拓己（東京工科大学）
15：45-16：20	 科学の力でおいしい香りを設計する　伊地知 千織（味の素（株））
16：20-16：55	 おいしさを感じるサイエンス～口腔機能とおいしさの関係～　留岡 諭志（ライオン（株））
16：55-17：30	 化学のチカラを駆使した培養肉が未来の食を救う！　山木 多恵子（（株）オルガノイドファーム）
17：30-17：35	 閉会挨拶　竹内 健太（日揮ユニバーサル（株））

09：30-09：50	 水圏機能材料の電子・イオン機能開拓　田中 求（京都大学）
09：50-10：10	 水圏機能材料のバイオ・環境機能開拓　田中 賢（九州大学）
10：10-10：25	 水圏における水分子の動的様態を評価するシミュレーション技術の開発とその応用　金 鋼（大阪大学）
10：25-10：40	 水圏機能材料のイオン交換特性を支配する超空間原子配列の深耕　手嶋 勝弥（信州大学）
10：50-11：05	 水分子とイオンによるメカノクロミックバイオセンサの感度制御　杉原 加織（東京大学）
11：05-11：20	 テラヘルツ分光による水圏機能材料のナノ構造解析　菱田 真史（東京理科大学）
11：20-11：40	 水圏機能材料のメカノ機能開拓　髙島 義徳（大阪大学）
11：40-11：55	 キノン含有共役高分子材料の水圏および非水圏での機能制御とエネルギー関連応用
	 緒明 佑哉（慶應義塾大学）
11：55-12：00	 閉会挨拶　髙島 義徳（大阪大学）

文科省科研費新学術領域研究
「水圏機能材料：環境に調和・応答するマテリアル構築学の
創成」
特別企画（２）：水の科学に基づいた材料機能の創製・発現
本新学術領域研究では、「水」の存在下において環境と調和・相互作
用しながら機能を発現する材料を「水圏機能材料」と定義し、「水」と

「材料」の相互作用を分子レベル・ナノ集合レベルでとらえて、新し
いマテリアル構築学を創成いたします。特別企画（２）では水と材料の
切れない関係に基づいた材料機能の創製・発現について紹介します。

9：30-12：00

産学官R&D紹介企画 -展示ブース-
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。

10：00-18：00

①太陽ホールディングス（株）、②東洋紡（株）、③（株）クレハ、④デンカ（株）、⑤花王（株）、⑥Royal Society of Chemistry、⑦（株）レゾナック、
⑧ダウ日本グループ、⑨旭化成（株）、⑩三菱ガス化学（株）、⑪日揮ユニバーサル（株）、⑫DIC（株）、⑬住友ベークライト（株）、⑭東レ（株）、
⑮日本ゼオン（株）、⑯AGC（株）、⑰ライオン（株）、⑱（株）豊田中央研究所、⑲出光興産（株）、⑳帝人（株）、㉑ENEOS（株）、㉒（株）ADEKA、
㉓三井化学（株）、㉔JSR（株）、㉕大阪有機化学工業（株）、㉖東ソー（株）、㉗三菱ケミカル（株）、㉘（国研）産業技術総合研究所、㉙（株）アイシン、
㉚住友化学（株）、㉛パナソニックグループ、㉜Oxford University Press・日本化学会（ジャーナル）

東レ株式会社ランチタイムセッション～東レの研究開発のご紹介～

産業技術総合研究所ランチタイムセッション～研究生活やキャリアについて～

花王株式会社ランチタイムセッション～生活を支えるヘルスケア技術と製品の開発～

12：15-13：05

12：15-13：05

12：15-12：5512：15-12：55


